
2014-(1)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１４年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース 
No.118  

ホームページ  http://hcea.umin.ac.jp 

事務局へのお問い合わせは上記 HomePage お問い合わせフォームより  

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース―目次―No.118 
 

平 成 2 6 年 度 公 益 社 団 法 人 北 海 道 臨 床 工 学 会 総 会 終 了 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 
第 6 回 卒 後 教 育 セ ミ ナ ー 終 了 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 
R M ニ ュ ー ス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 
8 月 か ら の 予 定 表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 
危 機 管 理 委 員 会 よ り ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 
理 事 会 か ら の お し ら せ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 
年 会 費 の 自 動 振 替 化 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 
頑 張 れ ！ フ レ ッ シ ャ ー ズ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 
倫 理 網 領 の 遵 守 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 
A E D 解 禁 か ら 1 0 年 ― 日 常 点 検 は 大 丈 夫 で す か ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 
医 療 事 故 情 報 収 集 等 事 業 医 療 安 全 情 報 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 

 

発行人：室橋 高男 

〒060-8543 

北海道札幌市中央区南１条西１６丁目 

北海道公立大学法人 

札幌医科大学附属病院 臨床工学部 

TEL  011-611-2111 

 

                                                 

平成 26 年 6 月 8 日（日）、KKR 札幌医療センター 3 階会議室におきまして、平成 26 年度

公益社団法人北海道臨床工学技士会総会が開催されました。 

審議事項、報告事項の各議案に関して、委任状による出席者を含め過半数を超えた会員より

承認を頂き成立しました。 

ご多忙な時期にも関わらず、積極的に御協力頂いた会員皆様に篤く御礼申し上げます。  

 

 

審議事項 

第 1 号議案 平成 25 年度事業および収支決算報告 

第 2 号議案 平成 25 年度監査報告 

第 3 号議案 定款変更について 

第 4 号議案 会費規程変更について報告事項 

 

報告事項 

・平成26年度事業計画報告 

・平成26年度収支予算報告 

・新規規定について 

（入会手続規定、テキスト・抄録集広告取扱規定） 

総会の様子 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2014 年 8 月 31 日（日） 

「第5回北海道呼吸療法セミナー」 

会場 旭川赤十字病院 外来棟2階講堂 

旭川市曙1条1丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2014 年 9 月 21 日（日） 

「基礎からわかる人工呼吸セミナー」 

会場 旭川赤十字病院 2階講堂 

旭川市曙1条1丁目 

http://hcea.umin.ac.jp 

主催：日本光電北海道株式会社 

****************************************** 

2014 年 11 月 1 日（土）～2 日（日） 

「第１回北海道東北臨床工学会」 

会場 秋田県総合保健センター  

秋田市千秋久保田町6番6号 

http://01hotoce.www2.jp/ 

****************************************** 

2014 年 12 月 7 日（日） 

「第9回医療安全セミナー」 

会場 北海道大学学術交流会館  

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

 

◆RM ニュース◆ 
 

が手術の必要はなく、病院は女性に謝罪したと

いう。 

 高砂市の病院によると、5 月上旬に女性の手術

をした県南部の病院が、手術で摘出した腫瘍か

らがん細胞が見つからなかったと高砂市の病院

に連絡して発覚。女性から採取した病理検査の

検体を、同じ日の検査で採取した別の 50 代の乳

がん患者の検体と取り違えていたことがわかっ

た。原因は調査中という。 

 取り違えが発覚した後、50 代の患者は県南部

のほかの病院で5月下旬に手術を受けたという。 

 病院長は会見で「患者に精神的・肉体的な苦

痛を与え、申し訳ない」と謝罪した。 

朝日新聞  2014 年 6 月 16 日(月) 配信 
去る7月6日に吉田学園医療歯科専門学校にお

いて卒後教育セミナーが開催されました。6回目

を迎えた本セミナーですが、多数のご参加をい

ただき無事盛会に終了することができました。 

今回のセミナーはテーマを「論文を上手に書

くために」とし、統計処理及び文献検索等のデ

ータベースに関する内容で、若手技士はもちろ

ん指導的立場の方々にも有意義なセミナーとな

りました。 

参加者の皆様の今後のご活躍に役立てていた

だけると期待しております。 

本セミナーにご協力いただき、講義していた

だいた両先生方に深く御礼申し上げます。 

  

松本一彦先生による講演の様子 

特別講演で講義される直江理子先生 

＜乳がんと誤診断、別の病院で切除＞ 

 兵庫県高砂市の病院は 16 日、県南部の成人女

性を 4 月に誤って乳がんと診断し、この女性が

別の病院で手術を受けて片方の乳房の一部を切

除していたと発表した。病理検査の検体を別の

乳がん患者のものと取り違えたのが原因とい

う。女性には良性の腫瘍（しゅよう）があった 
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平成 26 年度 7 月までの理事会からのお知らせ 

 

・ 新理事・常務理事・顧問との初顔合わせ 

理事 

岩城全紀（いわき特許事務所 弁理士） 

佐藤裕二（北海道情報大学医療情報学部 

 医療情報学科教授） 

あいうえお順 

 常務理事 

橋本佳苗（札幌医科大学附属病院） 

顧問 

佐藤利勝（石狩病院） 

学術・危機管理委員会担当顧問 

・ 医療機器整備点検識別テープ「点検バン」に

ついて（新タイプ製造等） 

・ 第 1 回北海道東北臨床工学会について 

（平成 26 年 11 月 1 日～2 日、秋田県） 

・ 会費未納者の対応について 

訃報 

当会正会員の垣内時子さん（富良野協会病院）

が、2014 年 6 月 29 日に登山中の滑落事故のた

め亡くなられました。 

故人は昔から登山家で、７月末の南アルプス登

頂へ向けて「芦別岳」で登山中の滑落事故でした。 

謹んでご冥福をお祈りいたします。 

石狩地方南部地震による被害状況報告 

 

平成 26 年 7月 8日 18時 05分発生の石狩地方

南部地震（最大震度：5 弱 震央名：胆振地方中

東部）について御報告致します。 

当該地震による各医療施設機関での被害報告は

ありませんでした。 

また、ライフラインの寸断等も認められませ

んでした。 

 

平成 26 年 8 月 6 日    

危機管理委員会 委員長 

阿部直之 

 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

会長 室橋 高男 

 

会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこ

ととお慶び申し上げます。本年度も技士会活動

へのご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

さて、年会費支払方法について改訂にともな

い、諸手続きの変更がございますので、下記を

ご参照ください。 

 

平成26年度総会において「会費規定の第7条」

が改訂されました。 

 

★会費規定第 7条（平成28年 4月 1日より施行） 

年会費は、普通会員は自動振り込み手続きを

行い当会指定の口座に納入する。 

なお、理事会の議決を経て振込での納入を認

めることができる。その際は毎年 4 月末日まで

に納入しなければならない。 

改訂の理由は、毎年多額の年会費未納金が発

生しております。これは財務処理上大きな問題

で、毎年のように監査から改善するように指摘

されています。督促を再三行っても効果がない

ため、やむを得ず改訂を実施することになりま

した。 

 改訂された会員規定第 7 条は、平成 28 年

度より完全施行されますので、平成 27 年 3

月 31 日までに自動振込の手続きを行ってい

ない会員の皆様は、原則全員自動振り込みに

移行していただきます。（ただし、特別の事情

において変更できない旨を申請され、理事会

で承認されたものは除く。） 

なお、上記の期限までに手続きが完了されな

い場合、会員資格を喪失することになるので、

ご注意ください。 



2014-(4)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１４年８月 

 

このコーナーは、平成2５年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成２６年 3 月に札幌医療技術福祉歯科専門学校を卒業し、現在 JA 北海道帯広厚

生病院にて勤務中の菅沼唯さんです。 

JA 北海道帯広厚生病院 

菅沼 唯  

（札幌医療技術福祉歯科専門学校 卒業） 

平成26年3月に西野学園札幌医療技術福祉

歯科専門学校を卒業し、臨床工学士として4月

から JA 北海道帯広厚生病院に勤務していま

す。仕事量の多さに圧倒され、多くの迷惑をか

けながら、めまぐるしい日々を送っています。 

私が所属する帯広厚生病院の臨床工学技術

科は透析室業務、手術室業務、ICU業務、血管

造影室業務、MEセンター業務など院内の様々

な分野に携わっています。現在、新人である私

は担当者が日替わりでローテーションする勤

務体制に参加できるよう、教育指導を受けてい

る最中です。 

部門を行き来することによる混乱も多いで

すが、たくさんの業務を経験する中で共通点も

あります。実際に、血管造影室、ICU、透析室

などでの急変や重症の患者さまの治療をする

ときに、ここは命の現場であるということを色

濃く感じます。CHDF 継続中に VF になった

り、AMI の治療中に急変した患者さまに IABP

を装着したり、救命センターでPCPSを回し 

たりと、初めて見る騒然とした光景に呆然と

し、先輩の言われた通りに物品を用意すること

くらいしかできませんでした。落ち着いてトラ

ブルの対処をする上司や先輩方の姿を見るこ

とで、ただルーチンの業務を覚えればよいとい

うだけではなく、その中で起こる事態に適切な

対応ができなければいけない、また、精神的に

も強くなければいけないと反省しました。本当

に自分ができるようになるのだろうかと、途方

もなく感じるときも少なくありません。 

早くからいろいろな業務を経験させていた

だき、恵まれた環境で成長できていることに感

謝しています。さしあたっては、特定の分野に

苦手意識をもたないよう、様々な業務をこなせ

るようになりたいです。将来的には興味のある

分野でより専門的な技士として活躍したいで

す。研鑽を積み一人前の臨床工学技士になって

患者さまの手助けとなれるようがんばります。 
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この度関西地区の医療機関において医療機器選定をめぐり収賄容疑で臨床工学技士が逮捕さ

れたとの報道がありました。 

日本臨床工学技士会の倫理綱領に示された倫理規定では「8 臨床工学技士は、不当な報酬を

求める等の法と人道に背く行為はしない。」と定められています。 

会員各位には今一度日本臨床技士会ホームページに掲載する倫理綱領を遵守し、自らを律し

正す姿勢についてあらためて確認をお願いします。 
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一般市民が AED（自動体外式除細動器）を使うことができるようになってから 10 年の節目

の年となりました。AED の設置普及が進んだ現在、次のステップとして有効的に活用できるよ

う関係省庁や関係団体が努力しています。当会においても AED が常時稼働可能状態を維持で

きるよう日常点検啓発活動を行っております。 

皆さんも自施設の AED を再点検してみませんか？ 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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